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8北京へメダルを取りに行く キラリ美郷人
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ふるさと納税は教育支援に
ふるさと美郷応援寄付条例を制定

　６月定例会を、６月３日から６日までの４
日間の会期で開きました。
　審議した議案は、美郷町ふるさと美郷応援
寄付条例の制定など21議案。そのすべてを、
原案のとおり承認・可決しました。
　また、一般質問は１議員が登壇し町政をた
だしました。

すきです美郷海外派遣（1月6日から13日まで美郷の中学生がオーストラリアにてホームステイ体験をしました）

ド
リ
ー
ム
体
験
・
ホ
ン
モ
ノ
と
の
出
会
い

美
郷
町
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
目
標
の
ひ

と
つ
に『
心
豊
か
な
ま
ち
』

を
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
乳
幼

児
教
育
や
学
校
教
育
の
充

実
、
社
会
教
育
の
推
進
な

ど
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
そ
の

施
策
の
拡
充
と
し
て
４
月

30
日
施
行
さ
れ
た
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
を
適
用
し
、

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の

教
育
支
援
に
あ
て
る
『
美

郷
町
ふ
る
さ
と
美
郷
応
援

寄
付
条
例
』
を
制
定
し
ま

し
た
。ふる

さ
と
納
税
と
は
、

自
分
が
生
ま
れ
育

っ
た
ふ
る
さ
と
や
関
わ
り

が
深
い
地
域
を
応
援
す
る

気
持
ち
を
形
に
す
る
仕
組

み
と
し
て
、
個
人
住
民
税

の
一
部
を
故
郷
の
自
治
体

な
ど
に
納
め
る
こ
と
を
可

能
に
し
た
制
度
で
す
。

町
で
は
、
教
育
を
応

援
す
る
皆
様
か
ら

の
寄
付
金
を
、
美
郷
町
の

将
来
ひ
い
て
は
日
本
の
将

来
を
担
う
子
供
た
ち
を
育

成
す
る
『
ふ
る
さ
と
美
郷

子
ど
も
育
成
基
金
』
に
積

み
立
て
、
別
表
の
『
次
代

を
担
う
子
ど
も
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
関
連
事
業
に

活
用
し
ま
す
。

６
月
10
・
11
・
12
日

の
３
日
間
に
わ
た

り
、
町
内
15
会
場
で
『
第

３
回
住
民
と
議
会
と
の
懇

談
会
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
懇
談
会
で
は
、
現

在
『
議
会
改
革
議
会
全
員
協

議
会
』で
検
討
し
て
い
る『
議

員
定
数
削
減
』
に
つ
い
て
の

住
民
意
見
を
合
わ
せ
て
お
聞

き
す
る
場
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
財
政
面
な
ど

か
ら
削
減
を
望
む
意
見
、
住

民
と
の
接
点
が
希
薄
に
な
る

こ
と
を
懸
念
し
た
削
減
反
対

の
意
見
、
報
酬
額
を
減
ら
し

て
定
数
を
減
ら
す
べ
き
で
は

な
い
と
す
る
意
見
な
ど
様
々

な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
今
後
こ

れ
ら
の
意
見
を
参

考
に
し
、
９
月
定
例
会
を

め
ど
に
結
論
を
出
す
予
定

で
す
。
ま
た
、
今
回
話
さ

れ
た
要
望
な
ど
は
、
現
在
関

係
機
関
に
提
出
し
て
い
ま

す
。こ
の
結
果
に
つ
い
て
も
、

10
月
15
日
発
行
予
定
の
『
み

第
３
回　

住
民
と
議
会
と
の
懇
談
会

議
員
定
数
に
意
見
さ
ま
ざ
ま

【別　表】

さ
と
議
会
だ
よ
り
第
17
号
』

に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

飯詰コミュニティセンターで行われた懇談会
◆応援寄付条例制定
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昨年度仙南地区で行われた敬老会

助
金
の
増
額
１
千
２
６
８

万
１
千
円
、
４
月
行
わ
れ

た
人
事
異
動
に
伴
う
人
件

費
の
調
整
な
ど
で
す
。

　

以
下
、
本
会
議
で
の
主
な

質
疑
を
要
約
し
て
お
伝
え
し

ま
す
。

《
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
改
正
》

制
度
へ
の
批
判
を

　
ど
う
受
け
止
め
る

議
員　
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
伴
う
国
保
税
の
改
正
だ

が
、
制
度
そ
の
も
の
に
批
判

が
多
い
。
町
は
そ
の
批
判
を

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

福
祉
保
健
課
長　
少
子
高
齢

化
社
会
が
進
む
中
で
の
医
療

保
険
制
度
維
持
を
考
え
た
、

加
入
者
全
体
で
支
え
あ
う
制

度
と
と
ら
え
て
い
る
。

議
員　
最
高
限
度
額
は
、
前

年
よ
り
３
万
円
上
回
る
。
こ

の
限
度
額
は
、
町
の
裁
量
で

決
め
れ
る
か
、
ま
た
は
全
国

一
律
な
の
か
。

税
務
課
長　
全
国
一
律
だ
。

《
ふ
る
さ
と
美
郷

応
援
寄
付
条
例
の
制
定
》

ど
う
対
処
す
る

　
教
育
以
外

　
　
の
使
途
要
望

議
員　
寄
付
す
る
方
が
、
児

童
生
徒
の
育
成
や
教
育
の
充

実
以
外
に
使
っ
て
い
た
だ
き

た
い
旨
の
要
望
が
あ
っ
た
場

合
の
対
応
は
。

企
画
財
政
課
長　

条
例
に

は
、
児
童
生
徒
の
育
成
・
教

育
の
充
実
に
関
す
る
事
業
と

い
う
規
定
が
あ
る
。
そ
れ
以

外
は
、
今
ま
で
同
様
の
寄
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

議
員　
条
例
に
あ
る
、
そ
の

他
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

町
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

と
は
何
か
。

企
画
財
政
課
長　
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
と
っ
て
必
要
な

事
業
が
あ
る
場
合
に
、
こ
れ

を
該
当
さ
せ
て
事
業
を
実
施

し
た
い
。

議
員　
現
在
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
申
し
出
は
あ
る
か
。

企
画
財
政
課
長　
申
し
出
は

な
い
が
、
問
合
せ
は
８
件
ほ

ど
来
て
い
る
。

議
員　
今
年
度
、
何
件
ぐ
ら

い
を
見
込
ん
で
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長　
20
件
ぐ
ら

い
を
見
込
ん
で
い
る
。

《
も
と
だ
て
児
童
館

設
置
条
例
の
改
正
》

柔
軟
対
応

　
で
き
な
い
か

議
員　
も
と
だ
て
児
童
館
の

利
用
は
、
条
例
に
縛
ら
れ
利

用
し
づ
ら
い
。
も
っ
と
柔
軟

に
対
応
で
き
な
い
か
。

福
祉
保
健
課
長　
本
館
小
と

六
郷
小
の
統
合
に
よ
る
代
替

設
置
と
、
国
の
補
助
事
業
で

建
設
さ
れ
た
関
係
も
あ
る
。

運
営
に
関
し
て
は
、
地
元
の

方
々
も
運
営
委
員
会
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
中
で

検
討
し
た
い
。

《
一
般
会
計
補
正
予
算
》

地
方
交
付
税
の

　
見
通
し
は

議
員　
地
方
交
付
税
が
、
前

年
と
比
較
し
１
億
円
く
ら
い

上
乗
せ
に
な
っ
て
い
る
。
今

後
の
見
通
し
は
。

企
画
財
政
課
長　
20
年
度
の

今
定
例
会
で
は
、
美

郷
町
ふ
る
さ
と
美

郷
応
援
寄
付
条
例
の
他

に
、
美
郷
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正

や
、
平
成
20
年
度
美
郷
町

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

を
審
査
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

改
正
で
は
、
新
た
に
制
度
化

さ
れ
た
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
の
税
率
を
定
め
、
医
療
保

険
分
で
そ
の
分
を
引
き
下
げ

ま
し
た
。
ま
た
、
19
年
度
か

ら
の
繰
越
金
を
見
込
み
、
医

療
分
と
支
援
金
分
の
合
計
で

は
前
年
度
よ
り
減
額
に
な
り

ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

の
主
な
内
容
は
、

平
成
18
年
度
の
条
例
改
正

に
伴
う
町
県
民
税
の
還
付

金
２
千
３
０
０
万
円
、
農

業
夢
プ
ラ
ン
応
援
事
業
補

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
全
体
で
支
え
あ
う

請願・陳情請願・陳情

◇国による公的森林整備の推進と国有林野事業の健
全化を求める陳情書
　	 	 秋田県｢森林・林業・林産業活性化
	 	 推進議員連盟連絡協議会 ｣

　　　　　　　会長　津谷　永光
◇国営農業水利事業と地方農政局の存続に関する請
願書
	 	 国営農業水利事業東北協議会

　　　　　　会長　柴田　康二郎
	 	 秋田県田沢疎水土地改良区

　　　　　　理事長　髙貝　久遠

◇政府・厚生労働省へ後期高齢者医療制度の中止・
撤回の意見書採択を求める陳情書
　	 秋田県社会保障推進協議会

　　　　　　会長　渡辺　淳

提
出
議
案
一
覧

承
認
第
１	

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て	〈
原
案
承
認
〉

承
認
第
２	

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て	〈
原
案
承
認
〉

承
認
第
３	

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て	〈
原
案
承
認
〉

承
認
第
４	

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て	〈
原
案
承
認
〉

承
認
第
５	

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て	〈
原
案
承
認
〉

議
案
第
45	

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

	
	

〈
原
案
可
決
〉

議
案
第
46	

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

	
	

〈
原
案
可
決
〉

議
案
第
47	

秋
田
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

	
	

〈
原
案
可
決
〉

議
案
第
48	

美
郷
町
ふ
る
さ
と
美
郷
応
援
寄
付
条
例
の
制
定
に
つ
い
て	

	
	

〈
原
案
可
決
〉

議
案
第
49	

美
郷
町
も
と
だ
て
児
童
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

	

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て	

〈
原
案
可
決
〉

議
案
第
50	

美
郷
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に

	

つ
い
て	

〈
原
案
可
決
〉

議
案
第
51	

美
郷
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て	

	

　
　
　
　

	

〈
原
案
可
決
〉

議
案
第
52	

美
郷
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

	
	

〈
原
案
可
決
〉

議
案
第
53	

美
郷
町
千
畑
複
合
温
泉
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

	

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て	

〈
原
案
可
決
〉

議
案
第
54	

美
郷
町
農
業
委
員
会
の
選
任
に
よ
る
委
員
の
議
会
推
薦
委
員
に

	

関
す
る
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て	

〈
原
案
可
決
〉

議
案
第
55	

平
成
20
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算
第
2
号	〈
原
案
可
決
〉

議
案
第
56	

平
成
20
年
度
美
郷
町
簡
易
水
道
事
業

	

特
別
会
計
補
正
予
算
第
１
号	

〈
原
案
可
決
〉

議
案
第
57	

平
成
20
年
度
美
郷
町
下
水
道
事
業

	

特
別
会
計
補
正
予
算
第
1
号	

〈
原
案
可
決
〉

議
案
第
58	

平
成
20
年
度
美
郷
町
農
業
集
落
排
水
事
業

	

特
別
会
計
補
正
予
算
第
１
号	

〈
原
案
可
決
〉

発
議
第
6	

国
に
よ
る
公
的
森
林
整
備
の
推
進
と
国
有
林
野
事
業
の

	

健
全
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て	

〈
原
案
可
決
〉

発
議
第
7	

国
営
農
業
水
利
事
業
と
地
方
農
政
局
の
存
続
を
求
め
る

	

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て	

〈
原
案
可
決
〉

採択としました

不採択としました

【
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
】

　

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
々
を

推
薦
し
ま
し
た
。

戸沢　明人氏
（一丈木）

髙橋　繁子氏
（湯　竹）

人 事

交
付
税
に
つ
い
て
は
、
前
年

比
１
・
３
％
ほ
ど
の
増
額
が

見
込
ま
れ
る
。
町
で
は
、
今

後
と
も
国
や
県
に
現
在
の
ま

ま
維
持
で
き
る
よ
う
働
き
か

け
て
い
く
。

議
員　
合
併
処
理
浄
化
槽
の

予
算
執
行
率
が
36
％
と
低

い
。
今
年
度
は
何
基
を
予
定

し
て
い
る
か
。

建
設
課
長　
前
年
度
の
繰
越

分
を
合
わ
せ
て
１
１
０
基
予

定
し
て
い
る
。

議
員　
千
屋
小
と
東
京
の

御
田
小
と
の
交
流
事
業
で

の
、
県
補
助
金
５
８
０
万

円
の
使
途
は
。
ま
た
、
継

続
事
業
か
単
年
度
事
業
な

の
か
。

学
務
課
長　
両
校
が
、
交

流
に
か
か
る
交
通
費
・
宿

泊
費
・
活
動
費
・
保
険
料

な
ど
だ
。
ま
た
、
県
の
調

査
事
業
で
一
年
限
り
だ
。

六郷地区のもとだて児童館

◆主な質疑
みさと議会だより 第16号5 ◆請願陳情・提出議案

みさと議会だより 第16号
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
一
人
の
議
員
が
登
壇
し
行
わ
れ
た
一
般
質
問
。

そ
の
質
問
内
容
と
答
弁
を
要
約
し
お
伝
え
し
ま
す

一
人
の
議
員
が
登
壇
し
行
わ
れ
た
一
般
質
問
。

そ
の
質
問
内
容
と
答
弁
を
要
約
し
お
伝
え
し
ま
す

髙橋　正治 議員

議
員　
桜
の
ガ
ン
と
も
言
わ

れ
て
い
る
テ
ン
グ
ス
病
が
非

常
に
ふ
え
て
い
る
。
町
の
観

光
資
源
と
し
て
大
切
だ
。

　

手
を
加
え
て
い
な
い
の
は

関
心
が
な
い
か
ら
か
、
価
値

観
を
う
か
が
い
た
い
。

町
長　
合
併
後
は
、
町
の
木

の
赤
松
に
予
算
措
置
を
講

じ
、
桜
に
つ
い
て
は
管
理
業

務
内
で
の
随
時
対
応
を
し
て

い
る
。

　

樹
木
は
自
然
環
境
を
構
成

す
る
大
切
な
要
素
で
あ
り
、

桜
も
そ
の
一
つ
と
認
識
し
て

い
る
。

議
員　
病
巣
を
切
除
す
る
な

ど
の
対
策
を
、
早
急
に
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
今
回
行
わ
れ
た
公
園

施
設
の
調
査
で
は
、
か
な
り

多
く
罹り

か
ん
ぼ
く

患
木
と
な
っ
て
い

る
。
学
校
施
設
で
は
約
４
５

０
本
の
半
数
が
罹
患
し
て
い

る
状
況
だ
。

　

対
策
と
し
て
は
、
公
園
は

部
位
の
切
除
な
ど
を
業
者
に

依
頼
し
、
学
校
で
は
校
務
員

に
指
示
し
て
減
少
に
努
め

る
。

　

高
所
な
ど
、
資
機
材
が
必

要
な
切
除
は
、
年
次
計
画
で

対
応
し
た
い
。

　

６
月
27
日
『
大
仙
市
・
仙

北
市
・
美
郷
町
議
会
議
員
交

流
会
』
を
、大
仙
市
副
市
長
、

仙
北
市
副
市
長
、
美
郷
町
長

を
お
迎
え
し
て
美
郷
町
仙
南

公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
で
３
回
目
を
迎
え
る
こ

の
交
流
会
に
は
、
２
市
１
町

の
議
員
57
名
が
参
加
し
、
開

催
地
の
伊
藤
議
長
が
、「
今
、

も
っ
と
も
関
心
の
あ
る
農
業

問
題
の
講
演
を
企
画
し
ま
し

た
。
率
直
な
意
見
交
換
で
交

流
を
深
め
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
」
と
、
歓
迎
の
挨
拶
を

し
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
合
資
会
社
照
井

福
治
商
店
代
表
の
照
井
昇
氏

が
『
世
界
の
中
の
日
本
、
日

本
の
中
の
秋
田
、
仙
北
の
農

業
に
つ
い
て
思
う
こ
と
・
本

流
で
な
い
者
の
視
点
か
ら
』

と
題
し
て
行
い
、
米
の
集
荷

販
売
業
者
か
ら
見
た
今
後
の

農
業
展
望
に
つ
い
て
お
話
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
「
世
界
の
人

口
問
題
を
踏
ま
え
た
、
農
業

政
策
の
あ
り
方
を
確
立
す
べ

き
だ
」「
農
地
は
、
誰
の
も

の
な
の
か
。
日
本
の
農
地
と

い
う
考
え
方
か
ら
土
地
改
良

事
業
は
す
べ
て
国
営
で
や
る

べ
き
だ
」「
減
反
政
策
に
反

対
の
農
家
は
、
減
反
を
実
行

し
た
う
え
で
異
を
唱
え
る
べ

き
だ
」「
秋
田
県
が
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
あ
き
た
ｅ
ｃ

ｏ
ら
い
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

他
県
よ
り
基
準
が
ゆ
る
す
ぎ

る
」「
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
製

品
は
、
ペ
レ
ッ
ト
に
し
て
販

売
す
べ
き
だ
」
な
ど
で
す
。

　

照
井
氏
が
、
具
体
的
に
提

言
す
る
今
後
の
農
業
の
あ
り

方
を
拝
聴
し
、
秋
田
の
中
の

仙
北
、
仙
北
の
中
の
美
郷
米

販
売
に
つ
い
て
、
将
来
展
望

が
開
か
れ
た
思
い
を
実
感
し

ま
し
た
。

美
郷
米
販
売
に
光
明

大
仙
市
・
仙
北
市
・
美
郷
町 

議
会
議
員
交
流
会

４
月

17
日	

議
会
全
員
協
議
会

５
月

２
日	

議
会
全
員
協
議
会

	

議
会
運
営
委
員
会

９
日	

議
会
全
員
協
議
会

27
日	

議
会
運
営
委
員
会

６
月

２
日	

議
会
全
員
協
議
会

	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

３
日	

第
４
回
議
会
定
例
会（
～
６
日
）

４
日	

総
務
常
任
委
員
会　

	

陳
情
審
査

	

教
育
民
生
常
任
委
員
会　

	

陳
情
審
査

	

産
業
建
設
常
任
委
員
会　

	

請
願
・
陳
情
審
査

５
日	

議
会
全
員
協
議
会

６
日	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

10
日	

住
民
と
議
会
と
の
懇
談
会（
～

12
日
）

20
日	

住
民
と
議
会
と
の
懇
談
会
要

望
・
意
見
等
検
討
会

27
日	

議
会
全
員
協
議
会

	

大
仙
市
・
仙
北
市
・
美
郷
町
議
会
議

員
交
流
会

７
月

２
日	

議
会
運
営
委
員
会

７
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

９
日	

第
５
回
議
会
改
革
議
会
全
員
協

議
会

	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

14
日	

第
５
回
議
会
臨
時
会

	

議
会
全
員
協
議
会

議
会
の
動
き

千畑南小学校グラウンドの桜

講師の照井昇さん

仙南公民館で行われた交流会

桜のテングス病対策は
早急に対応したい

◆一般質問
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67 ◆議員交流会
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北京へメダルを
　　　取りに行く
激しいプレーが魅力

議

会

広

報

特
別
委
員
会

議
　
長 

伊
藤
　
福
章

委
員
長 

吉
野
　
　
久

副
委
員
長 

髙
橋
　
正
治

委
　
員 

熊
谷
　
隆
一

委
　
員 

鈴
木
　
良
勝

委
　
員 

熊
谷
　
良
夫

委
　
員 

戸
澤
　
　
勉

　
９
月
に
北
京
で
開
催
さ
れ
る
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
、
車
イ
ス
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
日
本
チ
ー
ム
の
主
将
と
し
て

出
場
す
る
藤
井
新
悟
さ
ん
は
、
前
回
の

ア
テ
ネ
に
続
い
て
の
出
場
で
す
。

　
所
属
す
る
宮
城
マ
ッ
ク
ス
は
、
５
月

に
行
わ
れ
た
全
日
本
選
手
権
で
初
優
勝

し
、
藤
井
さ
ん
が
見
事
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
輝
き

ま
し
た
。

藤井　新悟さん
（千屋南部出身 仙台市在住）

　「
19
才
の
時
、
ス
キ
ー
で
転
倒
し
て

大
怪
我
を
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後
遺
症

で
も
う
自
力
で
歩
け
な
い
と
知
っ
た
時

は
、人
生
が
終
わ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
、
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
に
仙
台
の
病

院
に
入
院
し
て
い
た
時
に
、
他
の
人
を

見
る
と
、
自
分
よ
り
重
症
の
人
が
た
く

さ
ん
お
り
、
自
分
は
足
が
動
か
な
い
だ

け
な
ん
だ
と
気
持
ち
を
切
り
替
え
る
事

が
で
き
ま
し
た
。」

　「
そ
こ
で
、
車
イ
ス
バ
ス
ケ
ッ
ト
に

出
会
い
、
今
の
チ
ー
ム
に
入
っ
て
プ
レ

ー
を
す
る
事
が
で
き
て
充
実
し
た
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。」

　「
車
イ
ス
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
、
車
イ
ス
同

士
が
金
属
音
を
た
て
て
激
し
く
ぶ
つ
か

り
合
い
、タ
イ
ヤ
の
ブ
レ
ー
キ
の
ゴ
ム
が

こ
げ
る
臭
い
の
中
で
、車
イ
ス
を
操
作
し

プ
レ
ー
す
る
難
し
さ
と
激
し
さ
が
魅
力

で
す
。」と
藤
井
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
全
日
本
チ
ー
ム
は
、
７
月
に
ア
メ
リ

カ
で
合
宿
を
し
て
か
ら
９
月
の
初
め
に

北
京
入
り
を
し
ま
す
が
、
本
人
も
チ
ー

ム
も
調
子
は
良
く
、
ぜ
ひ
メ
ダ
ル
を
取

り
た
い
と
強
い
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

▽
先
日
、
美
郷
町
学
童
野
球
大
会
を
観
戦
し
た
。
久

し
ぶ
り
に
見
た
子
供
達
の
真
剣
で
真
面
目
な
試
合
に

感
激
を
し
、
技
術
の
高
さ
に
感
心
を
し
た
。
▽
自
分

の
子
供
が
卒
業
し
て
か
ら
は
、
機
会
が
な
か
っ
た
の

で
自
分
の
年
を
感
じ
、
子
供
達
か
ら
元
気
を
も
ら
っ

た
思
い
で
あ
っ
た
。
▽
こ
の
日
は
、
町
内
で
、
ほ
か

に
も
小
中
学
生
の
試
合
や
消
防
大
会
、
べ
ご
っ
こ
ま

つ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
多
く
の
行
事

が
あ
っ
た
。
▽
後
で
話
を
す
る
と
私
も
行
き
た
か
っ

た
と
必
ず
言
わ
れ
る
。
▽
一
覧
表
に
し
た
カ
レ
ン
ダ

ー
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
便
利
だ
と
思
う
。
今
週

は
こ
こ
へ
行
こ
う
、
来
週
は‥

‥

そ
れ
ぞ
れ
の
方

が
、
美
郷
町
全
体
へ
の
理
解
が
も
っ
と
深
ま
る
の
で

は
な
い
か
。
▽
学
童
野
球
上
位
３
校
は
、
19
日
に
神

岡
の
郡
大
会
に
出
場
す
る
。
　
　
（
熊
谷
　
良
夫
）

　
次
回
定
例
会
は
、
９
月

上
旬
の
開
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
傍
聴
を
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。


